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グリーンコープの 

取り組み事例紹介 

―家計管理と資金繰りの違い― 
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１．取り組み事例の紹介 

～モデル事例による家計管理と資金繰りの違いについて 

１）相談者の背景 

自立支援事務所に 4月に来訪した相談者（妻）は保育士で、隣町の認可保育所にパ
ートタイマーで勤務。手取り収入は 6 万円。夫は１年前に自己都合で会社を退職し、
その後アルバイトで生計を維持してきたが 2ヶ月前からやっと小さな町工場に再就職
した。朝が早いため、自家用車で通勤している。社会保険等を差し引き手取り給与は

15万円である。
2 人とも健康で病気がないことも幸いし、これまでは借金と返済を繰り返しながら
生活資金を補充してきたが生活費の大きな滞納はかろうじて発生していない。しかし

先月、娘の進学費用等で借り入れが嵩み、今月からは借り入れも出来なくなり家計が

回らなくなった。

お金を貸してくれるような親戚は近くにはいない。夫の両親は既に他界しているし

兄弟もいない。相談者は実家が近いが、農家でお米や野菜類は毎月届けてもらってい

るが、お金は貸せないと断られている。ついに今月末に支払いの携帯電話 2台分が支
払えそうになく、困り果てて相談に来た。

借金は 5 年前に事故と病気が重なり夫が消費者金融や知人から借りるようになり、
２社に合計 98万円と知人に 30万円が残っている。消費者金融と知人には毎月きちん
と返済しているが減りそうになく、知人との関係はあまり良くない。相談者は 3年前
に自己破産し、借金はない。

子どもは公立高校１年の娘が一人いる。住居に程近い高校で大学進学を希望してい

るので、塾通いと部活に熱心で元気に過ごしている。

２）相談者が相談時に話した家計の内容

① 相談者 40才（女・保育士）
② 同居の家族

    相談者、夫（42歳・工場勤務）、長女（15歳・高 1年）
③ 債務の状況

消費者金融 2社約 98万円、毎月返済額 2万 5千円（支払日 10日）、知人 30万円、
毎月返済 1万 5千円（支払日 15日）

④ 家計の収入

相談者の給与は手取り月 6万円（10日支給）。夫は 15万円（25日支給）
⑤ 住居

家賃月 4万円（支払日 25日）。滞納はない。
⑥ 主な 1ヶ月の家計支出
・食費は大体毎日千円相当に抑え、雑貨は月 5千円、夫の散髪代は毎月 1500円。
娘と妻は 2ヶ月に 1回美容院に行き 7千円かかる。
・電気代月 7千円、ガス代月 5千円、水道代 2ヶ月で 1万円。
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・娘はお弁当がいるので、昼食代に毎月 3千円とお小遣い 3千円を渡している。
・固定電話と携帯電話代は月 2 万円、夫の通勤用ガソリン代 5 千円、駐車場代 6
千円、自動車任意保険 4千円、妻の通勤交通費 5千円。校納金は月 9千円、娘
の部活月 3千円、塾代月 5千円。夫小遣い１万５千円、妻小遣い１万円。
・新聞代とＮＨＫで 5千円。
・社会保険等は給与天引きだが生命保険や共済には全く加入していないため、何

かの際の備えがなく不安である。

３）相談時家計 

上記の相談内容を記入したものが別紙の「相談時家計表」である。結論としては 1
ヶ月の収支としては固定電話代と携帯電話代の 2万円相当が赤字となる。

４）家計計画表 

相談時家計表で見えてきた月次 2万円の赤字を如何に解消するかで、相談者の意見
は保育所からの要請もあるので、とりあえず勤務シフトをふやし、2万 2千円の増収
を図ることは可能で、それで計画したいということであった。

その結果家計計画表は 2千円の黒字となり、月次の収支の赤字は解決出来ることが
分かった。

５）日計表にみる資金繰り 

   月次の収支は 2千円の黒字で計画できたが、相談者一家は預貯金がない中で、給与
支給日がずれており、収入がある日と支払日との関係で手許現金がなくなり、生活資

金に困る日が出てくる可能性がある。そのため、1 ヶ月の日々の資金繰りがどうなる
のか、不足する日にはどのように対処するのかなどの相談を詰めておく必要があり、

日計表を作成し、資金繰りを調べた。

その結果、夫の給与支給日を基点として生活資金の推移を見ると 2週目から妻の給
与が支給されるまでの間は赤字となり、手元資金が 1万 2千円の幅で不足することが
分かる。この時期を本人に意識してもらい、その間の生活の仕方や遣り繰りの仕方を

相談する中で、今後へ向けた預貯金の必要性が相談者に実感され、更に家計改善支援

を継続し、支出費目の見直しや債務整理の必要などにもつなげることが可能となる。

６）滞納や給与の前借などの負債を前月末に抱えている場合の資金繰り 

例えば、翌月の夫の給与支給の時に返済する約束で、5 万円を借り入れした場合な
どは、25日に15万円の給与から5万円を支払うとその月末には生活資金がなくなり、
妻の給与が支給されても、日々の生活は維持できなくなる。

したがって、家計改善支援では家計計画表で月次の収支を黒字にすると同時に、前

月末の滞納分や借金の返済についても解決を図り、計画的に進めないと生活資金がな

くなる恐れがある。相談者の理解をうながし、滞納や前借、借金残などの全てを洗い

出して貸付で一括返済を図るか、それぞれに分割返済を相談し、優先順位を決めて、

無理なく支払えるようにする必要がある。
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